
 

 

 

 

 

 

トヨタ紡織、MOOX-RIDE(コンテンツ体験支援システム)と 

JCBの NFCタグ決済サービスを連携するシステムを開発 

 

トヨタ紡織株式会社は、名古屋市の新たな路面公共交通システム「SRT」において、MOOX-

RIDE の位置情報に応じて配信するコンテンツ情報と株式会社ジェーシービー（以下、

JCB）の「NFCタグ※1決済サービス」を連携する仕組みを JCBと共同で開発しました。 

トヨタ紡織が開発した MOOX-RIDEは、車両の位置情報に応じて、周辺の観光情報などの

コンテンツを車内ディスプレイなどに自動配信するシステムです。今回、MOOX-RIDEが自動

配信するコンテンツ情報と JCBの「NFCタグ決済サービス」を連携することで、乗客は車内に

設置された 1つの NFCタグを通じて、走行位置に応じて紹介される観光スポットのチケットや

関連グッズの購入ページへアクセスできるようになります。本サービスは、10 月 2 日より、

SRTの名古屋駅-栄ルートから試行されます。 

トヨタ紡織は MOOX-RIDEを通じて、移動中の情報提供と周辺施設の利用をつなぐことで、

SRTが目指す都心部の回遊性の向上と賑わいの拡大に貢献していきます。 

 

※1 NFC タグ：Near Field Communication（近距離無線通信）の略で、スマートフォンなどを近づけるだけで情報の読み取りなどが 

できる小型の IC チップ 
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